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．阿弼鴎信仰や観音信仰と並んでわが上代佛散史に於ける特異９分野を形成して居る俑勒信仰Iにっ

いては従来，･阿弼陀信仰に関する程の研究炉発表されて居ない様で，纒づすこものとしては辻善之助

博士（「日本佛散史」，上世篇599―608頁）と飯田一郎氏の研究（「支那佛敬史学」五の四と三,所載論文）炉

管見に鯛れる位のものである，この中,.前者はわ炉国禰勒信仙に関する主要なる事実を網羅されすこ

　〆　　　　　　　　・　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　｜
ものであり，罵飯田氏の論文に於いては法相教学と俑勒信仰の闘係を取上げられ，しかも家永三郎

博士（「上代佛私Ｓ想史」第一部の三）と同様に弼勒信仰と阿禰陀信仰とを思想史的立場か･ら対照的に

取扱われすこ点に於いて極めて示華的であり．筆者はそれに啓発μ

に於ける俑勒信仰について蛇足を加えて見度いぷ思,うのである．　．

　大陸の佛散史上に於いて俑勒信仰は既に小乗の経典にあらわれて居る（境野黄洋氏「支那佛散精史」’

450頁）炉それは法華経第八巻，普賢菩薩勧聚品にも取上げられ，更に支那に於いては酉方浮土への

信仰と混同しすこ様な例もある（家永氏前掲著62T63頁）けれども．大乗佛散諸派の中では特に法相宗と

結んで倆勒はその本尊となるに到っすこ（飯田氏，前掲論文忿照）．即ち此信仰は小乗から大乗へ延長し，

7二形を持って居り（境野氏前掲著430頁j･卿勒信仰には法華経や阿俑陀信仰の様な純大乗派と異なる性

格炉見出されるのである．

　菩薩処胎経によると佩勒は釈迦の弟子で現在菩薩の位にあり，兜率天にあって修行し，五十六億

七千万年の後，この裟婆に下生し釈迦に次いで成佛して衆生を済度すると睨かれて居る．兜率天は

六欲秀のーつで，あまり高い位にあるものではなく，衆生が兜率天に往生いことしても，そ邨は佛に．

なる篤の階段に過ぎ十,．その点に於いて兜車上生には小乗歴却道的性格炉見られるのである．俑勒

上生経によると「精勤して諸の功徳を修し，威儀欠け寸，塔を掃さ地に塗り，衆の名香妙花を以て供

養し，衆の三昧を行じ，深く正受に入りて経典を読誦する」者にして「一念の頃に戒蛮を受け．諸の

浮業を修し」仁者のみ炉「即ち兜率陀天に往生することを得」（國訳一切屁本卜るのである．勿論

　「衆の悪業を廸るも，是の菩薩大悲の名字を聞い七，五体を地に投じ，誠心懺悔すれば,滝の諸の悪

　ﾓﾛﾓﾛ　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　．●　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
業は速かに清浮なるを得」るけれども匈迄善業炉条件となる事は同じく弼勒上生経に「善哉,･善哉，

善男子よ，汝閻浮提に於て廣く禧業を修して，此の処に来生ず」とあり，俑勒下生血に「今諸人等

（中略）,I我が所に来至するは但涅槃常楽の因縁（?）鴛なり．．是等の諸人は皆佛法の中iこ於て諸の善根

を種え，釈迦牟尼佛泣し来って我に付しすこまふ．是の故に今皆我か所に至るな’り」と睨いて「或ば

修妬路，吐尼，阿吐曇を分別決定し，（中略2）或は衣食を以て人に施し，持戒智慧，（中略）或は幡

蓋華香を以て佛を供養し，．（中略）或は布施持戒を以て慈心を修習し，（‘中略ｙ或は苦悩の衆生の鴬

に其をして楽を得しめ，（中略）或は持戒忍辱を以て清浮の慈を修し，（中略2）或は施冊常食斉講の

.設会を以て飯食を供養し，（中略）或は持戒多聞を以.て禰定無漏の智慧を修行,し，（中略2）或は塔を

起し，舎利を供養し，此の功徳を以て我が所に来至せり」と諭かれて居る事によって,も知られる．即

ち修行善根炉往生の根本条件であり,｀そこに強い自･力主義的要素炉見られる．又俑勒上生経に･よ石．

と往生人4こ等級を分ち，上根者は.「修功徳,供養,行三味，読誦，繋念，称名」の六事をなすのヤあ･

り，下根の者は「恭敬,･祀秤」で往生する．又遠い未来世の衆生は「造像，供養，祀秤，繋念」に

よって臨終来迎にあづかると脆かれて居る．（境野氏前掲著435頁）．阿俑陀信仰にも.初期のものには
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　自力主義的要素があり源信以前は往生に九品の差等を彊く詔め7二のであろ’（「思想」290号所載,井上光

　貞氏論文參照）垣，それはやがて絶対他力の救済の中に止揚される･に到っ7こ．又維摩詰所詮経巻上，

　菩薩品第四に頭勒と一般衆生との比較嗣係が述べられ7こ中に「若頭勒得受記者,一切衆生亦感受記，

　所以者何，夫如者，不二不異，若頭勒得阿将多羅三貌三菩提者，一切衆生皆亦感得，所以者何，

　一切衆生即菩提相」（大正蔵経第十四巻542頁2）とあるのは逆に倆勒の歴却的修業者す二る性格を示すも

　のである．さきに述ぺ7こ如く大乗諸派の中，頭勒信仰と最も強いっな加りを持つ法相宗は唯識宗と

　言われ一切万有の存在を肯定する有宗で現象界の差別を認める世俗的立場を取り，天台宗から言え

　ば「吉仮中」の三諦の中「仮」･の立場のみを強調し北ものでめ‘る「飯田氏前掲論文參照」）．法相宗で

　は人間の品を三種類に分ち（騰川正氏･「綜合日本佛散史」120頁）それによって修業に差別を認めすこ．そ

　れ故支那でも,三論の如く吉の思想の人々は頭陀信仰に傾き，法相の様な有の思想系統の人は頭勒の

　兜率浄土を信仰し記（橋川氏前掲著j20頁）．支那法相宗の開胆玄奘は頭勒の熱心な信者であり（飯田

　氏前掲論文參照）わが国でも舒明十二年五月と白雄三年四月にFべ裏に於いて無量壽経を講じすこ恵隠は

　鎌足の子，･定恵に三論を教え記と傅えられ（多武峯略記十一）,又三論の智光の浄土教学･（辻氏前掲著，

　564頁2）をはじめとして同じく室宗系統の天台宗力.ふは平安時代の浮王信仰を長生発展せしめ北．智

　光によれば如来の世にあらわれす二のは「究意甚深不二之法」を詮く焉であり，それは’「衆生本来是

　佛」という事である（大般若屁述義）．即ち般若経は万有吉の平等,’―切成佛を詮くものである’とす

　る．彼は万有の差別相を詮く法相を権宗とし邪義を戯論するものとなしすこ．以上に対し法相宗の善

　珠には頭勒略贅の著がありて揚川氏前掲120頁j）又後述する如く鎌足の子の定恵にも頭勒信仰の形跡垣

　ある外，法相宗からは平安時代には後述する如く多くの弼勒信仰者を出して居る．近江国坂田郡の

　一富人垣翁伽論百巻を寫さんと発願して禰勒菩薩像を感得し7二詮話（霊異記巷下jの如き，法相系統

　･と弼勒信仰との結合を示すものである．然し以上は大体の傾向で法相からも奈良時代迄に行基（日

　本往生極蟻記2）や道昭（拾遺往生傅）の如きは阿頭陀念佛を唱えたと言われ，又平安初期にも善謝（往生

･桶楽記及び日本紀略,延暦二三,五,辛卯黄）や景戒（霊異記下巻序2）玄賓（古事談）は阿頭陀浮土を慕い，又さ

　きの善珠には無量壽経贅抄の著垣あり（「思想」290号所載,井上氏論文參照」），･その」門下の昌海（本朝

　高檜隊j）も阿頭陀信者であっすこと傅えられる（浄土源流章j〉.此等は主として後の天台宗から派生発

　展し記浄土信仰とは系統を異にするものであり，それ自身として褐立し7二意義を持つものゝ様であ

　る垣此等は特に法相系統なる加故に起っ記ものとは思われ寸，その当時既に起って居る阿頭陀信仰

　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　i　　　　　l llの一般的流れに影響されずこもので，教学又は信仰としても三論や後の天台系統のものに於ける様な

積極的意義を認め難い．　　　　　　　　　　　　　　　ブ

・弧勒佛信仰は最初は敏達天皇十Ξ年百済から傅来のものを蘇我馬子垣信奉し7こ（浸紀j）.という様

な偶然的契機によるものは別として，此信仰炉本格的発展をなし7このは天智天皇以後である．而し

て声軌こ対して意識的に態度を明らかにし7二最初のものは聖徳太子の著と言われる維摩経義疏であ

る．家永氏の詮かれる如く三経義疏にあらわれ7こ太子の思想の論理的構造は煩悩即解脱，凡聖一如

の立場にあっ北（同氏前掲W51―53頁ｙ．而してそのよっで来たる所は大乗的室諦によるものである

事は言う迄もない．太子の時代以後暫く支配的であっ仁宗派は三論宗であっ7二事は既に飯田一郎氏

の論考（寂学雑誌53―9,所載論文）によって明らかにされ，それ加太子の思想と直接如何なるI関係に

あるかの実証は未だ得られないとしても室諦に立つ三論宗と有諦の法相宗とは明らかに対立し奈良

時代を通じ.て相争っ?このは事実である．　　　　　　　　　　　　　　∧

ぎ家永氏によれば文献学的に見て太子が無量壽経を見･る可能性のあっ7こ事，又太子の時代に阿頭陀

信仰の存在し得記事，一従来一般には舒明天皇十二年の無量壽会垣その最初とされる一及び

　昴きの太子の思想そのものゝ本質を根襖として天壽国曼陀羅に見える太子のの浮土垣歴却道的な弼
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勒のそりでは･なく絶対救済者として･の阿俑陀の浮土であっすこであろう事を論ぜられ7こ（釧路普第一部

の三）．太子の浮土にっいてはそれが阿俑陀のものか，禰勒の浮土なりとするか，恥こ漠然と理想

　　　　●●　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　／　　　Ｆ　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　ふ世界を指すものであ恥かに９いては学者の論議のある所である炉（辻氏「人物論叢」･28―34頁參照）そ’

れ等は何れも推察の域を出ないりの.であり，一憲さ,きに述べで二太子の思想的立場分承認しっう太子

の倆勒に対す多態度を維摩経義疏によって，う力心うならば，その菩薩晶第四に俑勒jにっいでヽ「今

禰勒に･凡そ四の執あり，一に已に勝行ありと存し，二に受記を存し，三に菩提の果を存し,･四に滅

度の涅槃を存す．前の二は是れ因の執，後の二は是れ果の執なり，今諸天の機,憲に無相の室行を聞

かんとす.一而るに今此の四の存を以て埓に脆く加故に，則ち説と機と差へり」ズ大日本文庫本j）とあ

り，同じく菩薩品第四に「一には云はく，菩提は即ち是れ佛の無上智なり．言ふこゝろは，真諦の

中には孫勒の室と衆生の室と一相無二にして得と不得となき加故に･『若俑勒得菩提一切衆生亦得』

と云ふ．二には云はく，今菩提と言ふは即ち是れ真諦なり．孫勒と衆生･と，皆即ち真諦なり．故に

　『二切衆生亦得』と云ふなり」（同）とあ芯．此等は経文の中に於ける禰勒の位置を正しり

　もの.に過ぎない.としても前者は，禰勒炉太子にとって救済者すこるに耐えない事を示して居り√後者

　は歴却道的修業都こる孫勒と衆生との差,を全く血硯しす二ものである．因に扶桑略記には推古天皇ヤ

　･一年に太子加秦河勝に賜っすこ佛像は廣隆寺縁起によって俑勒であろうと記されて居る炉これは多分

　外来のものであろ≒う．しかも太子によって，その救済者としての價値を認められなかっ7こ弼勒は次

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（註－）に天智天皇によって大いに尊信されるに到っ7こ．　　　　　　　｀・　　　　　　　ご　　　　　・

　従来一般には大化改新は聖徳太子の理想の継承であ吊と脱かれて居る．然し家永氏の脆かれ仁如

く太子加佛教信仰を以づて第一義とされ7このに対し改新政治の基調をなす.ものは儒家法家等の支那

哲学であり両者の間には宗教主義対道徳主義i超越主義対現実主義，軟化主義対法治主義という対

照を示して居る,（同氏前掲著158―159頁j〉.更に又聖徳太子によって,必定されだかに見える天皇の紳

格，即ち古代族長的君主が祭政両面の司裁者として持つ現人榊的性格は律令国家に於て半ば存挽

し，これ･を頂点,として再編成され帽

れ7こ..それは佛陀の前に人間の絶体性を否定する万人凡夫の思想（憲法第十条几.人間の本質的悪を

.詔めない立場（憲法第二条j）その慈悲寛容の思想に代って「明榊御宇日本天皇」（書紀,大化元年七月詔）

又は現御御大八島国所知天皇（続紀,文武天皇即位宣命）の家父長的権威（これは抵関時代,となつで全く失

われた）の支配する所の，それ故に天皇又は時の政治心

四,壬寅,続砲,天平賓岑七,十二,丁酉条）のあっ7こ所の権力国家の出現であっち･．．

　大化改新を威し遂げ律令国家の基礎を作っ7こ天智天皇は七年（家永氏は十年の誤りならんと推定され

る一前拙普190頁丿近江に崇謳寺を建て，その金堂に禰勒炉安置されすこ（扶桑略記所引,崇循寺縁起）八八年

藤原鎌足莞するや天皇親しく病を問い，黄金の香鎧を附り，これを以って汝の誓願の如･く観音菩薩

のあとに従い兜率天に到り日々夜.々孫勒の妙法を聞け（大織冠既）と言われｱこという．大阪府.,南河

内郡，野中寺の孫勒菩薩の像の台座の銘に丙寅の年，橘寺の智識百十八入加中宮天皇の御病を所る

鴛，孫勒の像を造っ7ことある（寧揃遺文％頂）．･丙寅の年は天智五年で中宮天皇は天智天皇であろ

う．又日本高冊傅要文抄所引;延暦僧録には天智天皇が特に兜率天に往生せん事を願って志賀山に

宝殿を建て孫勒像一躯を安･置し俑勒経百部を書寫され指を切って燈能の中に置き，その上に燈火を

燃して佛像を供養し7ことある；中宮寺，岡寺の弧勒像も天智天皇のに出来仁も･のである

記によると太政大臣大友皇子加天智天皇の勅命によって崇謳寺を建て丈六の弼勒像を佞

り，元亨釈書にも天智天皇炉も･と仰林寺(最初当麻寺)の土地にあっ7こ石を以って弼勒の
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’れ等は何れも天智天皇又は近江朝廷に於ける禰勒信仰をいう事実かち傅えられすこものであろう．さ

　きの天智天皇七年崇謳寺建立の時，･金堂以外の諸堂に阿禰陀や薬師の像が安置され（扶桑略記ｙ又持

統天皇の時,天智天皇の埓に阿弼陀佛の像がっくられ仁事もあり（書紀,持統六潤方,乙酉）,其の外天武

天皇九年，薬師寺に阿頭陀像二躯と原勒浮土の図がっくられﾌﾆ（扶桑賜記）様に必･今しも後世の如く

二佛が対ﾆ々:的に黙扱われ7二わけではない．然し当時はすｇて佛教が現世利益的に受入れられﾌﾆとも

,言われる炉，これは吟味を要するのであって一般庶民は別としで,既述の如べ佛教教学にっいての相

　当の学殖を持っす二冊侶に常に接し指導されて居仁上流社会の人々は佛に対して選択をなし得すこであ

　ろうと思われる．禰勒や薬師，釈迦，観音炉現世利益と結びつく例炉多いのに対し阿俑陀佛が現世

　利盆的に信仰され7こ例は管見の範囲では日本往生極巣記に光孝天皇の孫.に当る尼某炉価陀を念じて

　病気を癒しすこ事が見えて居る一例に過ぎず，最も早い時代に於いてすら禰陀はさきの持統天皇六年

　に天智天皇の埓に阿弧陀佛家のっくられす二場合や河内観心寺所蔵，阿弼陀佛造像記一斉明四年のも

’のー（寧秦遺文963頁）や西琳寺縁起所収の阿禰陀佛造像記二斉明五年－（寧楽遺文963頁）の様に専ら追

谷の篤にっくられて居る．これに対し，矢張り同･じ頃（白球五年j）つくられ仁釈迦像（寧楽遺文％3頁）

は父母の現身安稔と浮土往生との篤であり，又既述の天智五年の俑勒像は病気平癒の埓であっ了こ.

・　今奈良時代に於ける法相系統の寺院の禰勒像を浙げて見,ると元明天皇炉飛鳥に元興寺を建てられ

浄土をえ加１北方の壁は俑勒の浮土であると見えて居る．元正天皇の養老五年八月三日，天皇，太

上天皆が藤原不比等の埓に興幅寺に北円堂を建て俑勒像を供養し，同日橘三千代炉夫,｀不比等の埓

に興禰寺の金堂内に禰勒浄土図をつくり（扶桑･略記,檜綱補任抄出ｙ，その翌年十二月庚戌，天武天皇

の篤に弼勒の像をつくつて佛殴り安置しバこ（経紀j）.又西大寺の金堂も価勒浮土をえがくという（七

大寺日記j〉.宝亀二年十月，英保首代作に外従五位を授け7このは西大寺の兜率天堂を構え7二功績に

　よるものである（経紀j）.又多武略略記によると鋒足の子定恵は多武略講堂の東に金堂を建.て日,頃

所持の俑勒の像を安置しすことあ･る．法相系統以外にも三論系統でほ大安寺は禰勒の浮土兜率内院を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（賄Ξ）か仁どつすこものと言われ（七大寺日記）,三論の実忠はかつて兜率の内院に遊び，ぞの法を修めんとし

て佛ｸ）像を求め喩津の海に於いてこれを得，東大寺覇索院に安置しすこ（東大寺縁起,元亨釈書2）.又律

･涼系統では法進は夢に弼勒菩薩から菩薩戒を受け，唐招提寺の講堂にも丈六の俑勒の像が安置され

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（註四）‘“　応（扶桑略記,天平賓字三.八,三条J）.奈良時代には一般に法相宗の勢力炉大きく，その影溥という事も考え

　られる．近江の逢坂に闘寺という寺炉あり，藤原道長の時再建され本球は俑勒炉安置され仁（今

昔物語十二の二十四j）と傅えられ，又借澄昭という者が夢に闘寺の俑勒を･拝むをすい

　（扶桑略記,寛仁五汁汁一）．此寺の由来は不明であ芯加1恐らく奈良時代からあつすこ寺で･，その本尊

　も最初から禰勒であつ仁かも知れない．霊異記（下の十七）によると，紀伊国,那賀MMm.の里の御

　堂に弼勒菩薩の像加置かれ7こ炉,その脇士の像の腕.加折れ,て居たのを沙俑信行加糸で縛りつけ,すこ所，

　宝亀二年の秋その像炉痛いと訴えたので，信行炉元興寺の豊慶と共に修理しすことある．又同書（下

　の二十八丿こ同じく光仁朝，紀伊の名草郡，貴志の果の道場にある禰勒の像加呻き声を出したが翌朝

　見ると蛾に噛まれて首炉落ちて居仁という話加見える．叉同書（中の二十三丿こ聖武天皇の御代，盗

　･人炉奈良葛木尼寺の俑勒菩薩の像を盗んで石を以つてこれを打つ仁所，像加「痛哉」と泣声を出し，

　勅使炉ぞれを･きゝつけて捕えすことめる．今昔物語（十二この十庄丿こは和泉国，日根郡の尽恵寺の像に

　’ついても同じ様な話を傅･えて居名．扶桑略記，天平二十一年の条によると天平感宝元年閏五月,･廣

　.達という餅侶が大和吉野郡,枇花里,秋河の楯を波つ7こ所，足の下で「莫痛踊」.という声がし7こので

　見ると，その橋の木材は佛像をつくりかけのもので応９仁ので,.彼はそれで阿俑陀,俑勒,観音の像



　　　　　　　　　　　　禰勒信･仰にっ．い　ｔ･．　・（伊野部）　　　　　　　　　，S

をつくっすこという．（今昔物語十二の十一にも見える．･ｙ以上の中で禰勒像加痛みを訴えると.いう事は

後に述ぺる俑勒信仰の呪術的傾向と間遠するものではないかと思われ名．　　　　レ・

　゛次に俑勒寺と名のっくものには天平御護元年，伺成ぱ勝尾山に上り出家，夢に信濃の諏訪南客が

八幡大菩薩の使としてあらわれ，新羅池の水を資したので，その水で経文を寫し道場に安置して

･俑勒の出世を期し?こ･.,それ故に此寺を弧勒寺と称し，後勝尾寺と改め7こという（拾遺往生傅）．三代格

巻三，承和二年八月十五日の官符には天平十七年十月，肥前松浦郡の当勒智識辱に水田廿町を施入

され7二事炉見える..7又最澄は宇佐の弼勒寺の塔を建てんにして果さ,なかうたと切剱え加ある（石清

水文書ニー大お本史料一の七.144頁j）炉これも奈良時代からあっすこものであろう．‘その外，平安時代には

伊予の俑勒寺（類聚國史,百八十,火長五汁,三.）･，太宰府の禰勒寺（続後紀,天長十汗,丁来），･加賀の瀕勒

寺（三代実録,元戻,八,十二,午六），山城の俑勒寺（土佐國古鍾類聚,延喜十一,一,九一大日本史料一の四,ヽ350頁），

播磨の弼勒寺（書写山円敬寺旧記,長保四,三,六一大日本史料二の四,571頁）等加見え，｀その起源は明かでな

い炉何れも奈良時代に端を発しすこものであろｙと思われる．　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ一

　次に奈良時代に於ける俗人の弧勒信仰について見ると，さきに述ぺた朝廷間係以外に，故田冲光

穎伯所蔵，大般若経巻二百六十七の奥書に榊亀五年五月十五日，長王の発願によりて大般若経一部

を寫し此善業を以って.「往生上天頂祀弧勒」とある（辻博士「日本佛敵史」上世篇601頁）．又松浦伯爵家

所蔵の解深密経巻一（寧爾遺文638K)は榊護景雲四年二月三日，錦白佐使主麻呂が発願して国王や廷

臣の爵，次は一切衆生の篤，次は父母や親族の焉，その兜率往生を願りて寫し七ものセある.･堀ロ

蘇山氏所蔵の佛脆倆勒成佛経（同612頁川こよると天平二年八月，･従三位，･石川年足卿の篤に弼勒経

を寫して.往生菩提を所るとある．又高山寺所蔵の｀観涌勒菩薩上生兜率天経.（同615頁ｙは天平十年六．

月出雲の国司，従五位下，石川年足が俑勒像をつくり，.弼勒経十部を寫して兜卒天うヽ往生し菩提を

得んと願っ仁ものである．年足の寫経はぞの外に故黒板博士の所蔵のものもある．その他，天平宝

字六年十月にも冊侶や俗人が禰勒菩薩所問経論を芦寫して居るC635―636頁）．さきに述べすこ天平御

護二年，近江坂田郡め富人の琉伽論書寫に俑勒の助を得でこれを果し7こ話（霊異記下の八j）もこいこ

挙げて置く．今昔物語（十四の四），に聖武天皇が間係されず二或る女炉蛇になっす二加天皇から賜った

法華経を寫して供養しすこ功徳により兜率天へ上っす二事が見える．以上の中で石川年足は御祇伯であ・

　り（石川朝臣年足墓誌一寧蟻泣文97←977頁），彼は天平宝宇三年六月勅を奉じて封事を奉り式をつくっ

　て律令と並び行う様奏上し（続紀），自らも別式二十一巻を編硲し7こ.t（本靭書籍目鏃－群書類従二削11

　式廿巻,聊祗伯石川年足撰とある.2）その式は唐のそれを模倣しすこものであっﾌﾆ（「直奥と地理」二三の六,所

　蒙,滝川政次耶氏諭文,2頂）･..彼はその傅記に「卒性廉勤，習於治休」とあり（銃紀,天子女字六,九,‘乙巳

　刺又「公務之開閑，唯書是悦」（同）’と言われず二好学の人であっ仁．彼の父，石足は懐風藻に名

　をつらねす二詩人であり，年足の和歌も万葉集倦十九に見えて居る．年足の子，名足は光仁天皇の御

　代，淡海三船等と共に続日本紀編纂にあづかっすこ学者で･ある．年足は又熱心な佛敦信者で上に述べ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（冑Eヨ呈）j二様に国司として出雲にあった時は麿々寫経を行って父母の瞑扁を所ると共に子孫の繋栄を所願し

て居る．即ち彼は律令国家の忠実な官吏であっすこのであ･る力≒　この人の信仰の対象は禰勒で‘あっ

ﾌﾆ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ，　　　　　　　　　　；　　　　　　　　’　　　　゛　　●●

以上奈良時代迄の俑勒信仰について述べすﾆのであるが次に同時代に於ける阿涌陀信仰及びそれ’に

闘する遺物を見ると，さきに述べずこものり

　　　　　（肪六）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●の銘（甲寅年一白瞳五年ｙにあらわれすこ浮土は極察浮土であろうと言われで居乙（辻氏,ftlim>S-,564頁j）.

.交法隆寺所載,橘夫人の念持佛（天武,持統・頃のも(Ｚ）一同564頁）,法隆寺金堂の壁画め阿禰陀鯵主ぐ天智

‘から元正の頃のものとされる二向564頁）.や天平時代にっjぐられ7こ｀当麻曼陀羅C|nJ565頁J）等がある．その

外唐招提寺の食堂には薬師浄土の翰と弧陀の像（藤原仲厦め妻の施入ｙ加安置され（扶桑略記，天平安字
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三,八,三)，又仲麿は光明皇后の焉，興謳寺内に一堂をつくり，観音の凋陀落山浄土と阿俑陀浄土を

には渉華寺内に阿弼陀浄土院を設け，又諸国，国分尼寺には，弼陀丈六の像一一躯を造らしめ仁（続

紀2〉.　因に奈良時代に書寫されすこ経典，経疏には阿弼陀，弧勒開係共に多い（辻氏前掲著,565頁,602

頁j）.

　以上の如く奈良時代迄に於ける涌勒信仰と阿弼陀信仰とを比較するに前者は決して劣勢でないの･

みならす，律令国家の表だっすこ支配者側の人則こ於いては寧ろ弼勒信仰炉優勢である事を認める．

奈良時代は律令政治の未だ崩壊しなかっ仁時代である．上代，俑勒信仰炉阿俑陀のそれよりも早く

発達し7このほ兜卒天が天部である事によって固有の紳低回,想との関係に入り易かっすこ埓であろうと

いう辻|専士の御陛は傾聴に價するが，それと共に後述する如く禰勒信ｲ月jの持つ呪術性，ぞの阿禰陀

佛よりも強い現世利益的性格炉律令国家の古代的性格に合致するもの加あっ仁篤ではあるまいか．

禰勒信仰の現世利益性は又鎖護国家的佛駄としての一面を担５事加出来仁であろう．後の平安時代

のものである加長保六年十一月十九日の観世音寺に賜え7こ太宰府牒集（平安泣文,560頁）は毎年三月

八日以後五日間，最勝会をつとむ可きを述ぺ七ものである．観世音寺は日本三戒壇の一つとして律

令国家的佛敦の理念をなお残存せしめて居仁所である炉，その牒案の中に「最勝王経誕持国土之妙

文也，（中略）雑事之中，佃護国家之願，移修当府有何誹諸乎」と述べ最後に「願以会遥傅不朽，至

于未来際，期弼勒出世者」（返点は筆者2）とある．佩勒は当来佛で，その浄土は顛陀の浄土の如き現

世への全き否定でなく，寧ろ現世の延長としてのものであ･り，その伺勒浄土炉こいこ鎬護国家的

佛敦の立場に於いて取上げられて居る様に思われる．弼勒を本球とする法相宗は一般に奈良時代に

は栄えず二のであって，これは五性各別を認め三乗的差別主義に立っ事炉階暦的律令国家とマッチす

るものがあっ7こ埓であろう．思うに奈良時代末瑚の佛激の貴族主義化は法相的差別主義の行き過ぎ

で，それが律令国家の階暑制を更に通り越してjついには律令国家そのものと対立するに到っ7二も

のと見る可きであろう．而して法相の三乗主義に対し，祗言の開放と一乗円頓戒壇設立の篤に，そ

の生涯を費し7こ最澄に於いて俑勒は如何な‘る位置を占め7二であろうか．

　五性各弥こよって佛の戒を上位者のみに許す法相の立場を現実界の相対的立場にとらわれ7こ労便

説として排撃し7こ最澄は法華秀句（下yに俑勒について「当知，未来諸佛，禰勒，無著等，先以方

便説三乗説，法相所傅三乗等宗，埓未来於一旦説三乗」（陣散大師全気〉と述べ，守護国界章（下の下）

には「俑勒無着，順釈迦意，立三乗敦，説成不成」と述べ，法相宗の本尊仁る頭勒の三乗説加方便

　　　　　　　　　　－　　　　　－　　　　　一脆に過ぎない事を説いて居る．又守誕国界章（下・上）に俑勒を「微塵菩薩」と言い法華秀句（中）

に「雖復頭勒豊勝文珠」とあるのは聖徳太子の法華義疏第一序品の釈に説かれて居る様に禰勒炉釈

　　　--　　　-　　W心Ｗ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　一　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ迦の八百弟子の中の下品の人である故に文珠の徴を聞いすこ事を指し仁ものである．最澄に於いて･は

未だ阿頭陀信仰はあらわれて居ない．守護国界章（下の中j）の‘一章句の最後に「南無阿弼陀佛」（直

敬大師全集第二巷60項）とあるのはどう解釈す可きか不明である.円仁加承和十六年常行三昧堂を建て

仁のは，弘仁九年最澄が諸弟子に四種三昧を配し7こ時の遺志によつ了二ものである事が山門堂舎記，

叡岳要記等に見えて居り．又叡山浄土院は最澄の定め盈く所とある炉，それはどの程度信用してよ

いかわからない．次に五台山念佛法を叡山に移し7こ円仁はその臨終に於いて佛菩薩の名号を百遍づ

り昌え7二時,先づ混血庶那,次に釈迦，次に弧陀,次に観音の順序で最後に俑勒の名を唱えすこ事（愁

完大師厚丿こよつても俑勒炉彼に於いてどの程度重んぜられて居ﾅﾆｶﾍﾞ想像される..然しこれは臨

絡の出来事でその順序等は重硯する必要もあるまい加，その順序について大師傅に「次に」，「次

に」と記してある事は矢張りこの順序だつ7こと思われる．ともかく法相の有宗的三乗主義の立場を
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否定して法華一乗の思想に立つす二初期天台敦團に於いては最澄の思想を継いで頭勒信仰にはさほど

重きを倣かなかづ仁と思われ名．而してそれが天台檜の信仰となるのは円珍以後の事である．今此

問題を考える前に空海及び真言宗に於ける頭勒信仰について見よう．　　　：　　　　　　．．’‘　　ｄ

　真言宗の開祖室海の阿頭陀信仰については性霊集に載せられすこ或る人の篤につくられた願文「篤

亡親修法事」の中に「向弼陀如来示得道「中略」）早遊極揃刹，令生蓮華之上」とあるのが見える炉

　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　－　　－　　　　　　●　　　　～　　レ＝　　　　-4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-　　　　　　　　-･　　　　　－これは勿論願主の信仰を示すにとヽりぐまるものであろ．而して頭勒信仰に関しては室海の遺告二十五

箇条と傅えちれるものに「吾閉眼の後必す方に兜卒他天に往生し･俑勒慈尊御前に至るべし」とあ

る（辻氏前掲著,603頁）．大師御行状集記によると「大師告示御弟子日，（中略）吾人定後必往兜率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一他矢，可待弼勒慈奪出世，五十六億余之後，必慈尊下生之時，出定祗候，可間（開か一筆者j）吾先
　　－　　ｐニ　　　　　　　　ー　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　こ
’跡」（続群書類従本一返点,は筆者）･とある．此事については金剛泰寺雑文（大日本史料二の四,957頁j）に阿

同梨仁海炉寛弘三年十月十一日，高野山に大塔を建てる事を奏請しすこ文章の中にも同じ,様な事加見

える．又大師御行状集肥や元亨釈書，本朝高冊傅には臨終に弟子達と共に俑勒の名号を唱えて入寂

し仁とある’．又承和十二年九月十日付けの民部省符笑.（東寺文書一平栄泣文67―70頁）に.よると吉海が

天長九年十一月，英恵に白分か高野に坐禰を欲するのは俑勒出世の時を期待して佛法を栄えしめ衆

生を利益せん篤であると言っすことある．藤原道長加治安三年高野に参っ7二時も奥の院で肉身の借坐

‘して.居打と傅えられる（辻氏前掲普こ604頁）．以上は官符や仁海の奏請及び八代の弟子の経範の大師

御行状集記以外は比較的にも正確な史料ではなく，又此等のものも矢張り相当後の’ものである．然

･し室海自身に弼勒に対する深い開心のあっすこ事は十住心論巻六に「深秘の義に云く『初めＭ（九）

字の休を篤す，（中略）是の故に若し衆生有って，能く通達して此の法を受持し読誦すれば，行者

久しからすして即ち俑勒の行に同じて』早く大慈三味を証すなり．･此の一の其言に悉く法相の法

門を損す．若し此の一の真言を誦すれば即ち俑勒の所証に入る所説の一切の法を持する揚りなん

’ぬ，即ち三大却を経やして二生に成佛することを得てん」（大日本文庫本）とあり，更に同書巻十に

　も「俑勒は発生普遍大慈三昧に往し」云々の言葉がある事によって知られる．即ち吉海炉法相の

激義を受入れ，．それによづて俑勒信仰の價値を肯定しそ居7こ事加考えられる．さきの傅説もそれ炉

弟子迪の奏言にあるもの故，否定する事は出来ないと思う．大師御行状集記に「大師告弟子等曰，

大安寺是兜率之構,祇園精金業矣」とあり，又弘法大師行化記に載せられず二彼の遺文に「吾大師石

淵勤操，大安寺篤本寺，而御弟子等，皆令人住也，隨吾以彼寺揚本寺也，是兜卒之称，祇園精舎業
　　　　　　　　　　　　　　　　－

　　　　　　　　　　　　一業」（群書類従本－返点は単物とある． 　　　こ　ー　　　　　ニ＿　一二　－●　　　　●　　　　．此事は弘傅洛頌抄及びさきの室海遺告の第八条にも見える．

室海はその自傅によれば大安寺の勤操の弟子で（三敬指帰j）東大寺別当次第にも.,’もと大安寺の檜と．

ある．大安寺加兜率内院を力叶こどっ7二ものである事はさきに述λだ如ぐ七大寺日記にも見えふ炉室

海炉特にそれを強調しすこ事に意味炉あるのである．延喜の頃，高野山に居た所親はかつて長谷寺に．

能って父母の往生し「すこ所を問う7二所，夢に高野山を見7こlそこ.でLLtに登って大塔に於いて兜率内院

を見て父.馳こ遇うすこという事炉傅えられて居る（辻氏前掲普ぶ）頂）．即ち此頃高野山は兜率の内院

であり室海は禰勒の化身であるという事が信んぜられて居た（同J）･.　　　　一　二

‘　最澄は胞迄妥協を排し薔佛敦と.の圖いぱその生涯を絡えずこのに対し空海は妥協的融和的であっ

7こ．大師御行状集記によると空海が弟子達に激えて「以真言篤水宗，以穎殺篤過敢,‘可農学三論法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　一二　－　｀ニ　ーニ　　ー　　．ﾆﾆ相宗」（続群書類従本,返点は筆者2）と言っすことある．平安時代の天台宗と南都又は薔佛敦との関係で

は延暦寺は後述する如く多武饗（実性以後J）と特別の回係炉ある外は由性ぐ疸照の門下j）加薬師寺の別

当を農ねと叙家初例抄上）パ増誉炉廣隆寺別当去なり（中右記,承纏二,十,十J〉，天台座生堵命炉元興

寺を象ね（血朕類集記二一大Ｈ本史料一の五, 697頁），又幽仙（円仁の弟子）加大安寺に住んだ事（古今和歌集

目録,信綱一大日本真料一の二,729頁）カ％るのみである．衝して此の中，由性，幽仙以外は円珍（圓城寺j）

●
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系統で後述する如く天台宗の変質過程によるものである．因に難波の天王寺の別当は天台系統炉多

　く（天二E寺別当次第）又多武峯の座主は実性以後叡山の門人を以って任する事となり「右当寺者，叡

　山末寺，無動寺別院也」と言われすこ（多武峯略記j〉.天王寺は聖徳太子の建立と傅えられる（書紀2）

　炉此寺と叡山との密切な関係の由来は不明である．又多武峯は興扁寺の末寺である炉息々興犀寺の

　焼打を受けて居る．何れにしても此二寺は南都佛敦ではない．次に真言宗では空海以来南都との関

　係深く室海は東大寺及び大安寺の別当を殼ねすこ（東寺長者補任,東大寺別当次第j）がその後真言宗から東

　大寺の別当となっ7こ者は第十四代の室海から第八十四代の定涸（文治元年迄j〉迄六十五人（重複した者

　･は省くj）の中二十四人に及んで居る（東大寺別当次第）．その外峯倣（東寺長考補任），無空（元亨釈書,雲

　爾補任二－大目本史料一の四,789頁）．禰安（健伺補任二－大日本史料一の四.582頁j），観宿（同970頁）．延性

　（醍醐寺座主次第,密宗血脈沙中一大日本皮料一の六,211―212頁），蓮舟（曾爾補任ニー大日本史料一の六584頁），

定朝（醗胡寺座主次第一大日本史料一の八,270頁），壱定（同377頁），貞誉（東寺畏者補任,mmm任ニー大日本史

料一の八,377―378頁j〉，淳祀（両部大歌傅来嬰文一大日本史料一の九,942頁），寛静（雲綱稀任二－大日本史料

一の十一45!頁），元方く借綱補任,乾－大日本史料二の一,94頁J〉，元真（君扁袖任三－大日本史料ニの一,424頁J），

法源（醍醐寺要書,上;），元呆（雲扁補任,乾及び三条家所蔵文番一大日本央料二のニ,279頁），慶助（醍醐寺座主次

第一大日本史料ニの二,460頁），葦縁（雲鋼補任三一大日本史料ニの三,850頁），悌受（東寺文書削「,寛治三,十二，

三十,太政官符－大日本史料三の―,781頁」，慶璋（石清水祠官系図一大日本史料三の五,271頁），忠縁（東寺文書

－大日本史料三の五.547^:)及び隆昭（同丿等は何れも東大寺に住し7二．又泰舜の元興寺及び法琳寺竣

任（東寺長者補任），・放実の大安寺別当補任（勧修寺長吏次第），放実.寛信（同）及び延阪（雲雨補任

一大日本史料一の九,526頁）の元興寺（別笥）関興，蓮舟（血脈類集記一大日本皮料一の六,741―742頁）及び貞

崇（東寺長者補任）の薬師寺別当補任．寛助（仁和卸卸傅）及び会理（東寺長者補任及び血脈類集記一大日本

皮料-こｰの六,95←957頁）の廣隆寺（別当）闘興，深受の禰林寺閲兵（東寺長者補任），範俊（興循寺別当次

第,償綱補任五一大日本史料三り七,813W,及び中古記,灸治元,五,二十九），仁樹（太政官符類－大日本史料一の四，

879頁），教懐（拾遺往生傅,上），゜聖宝（東寺文書一大日本史料一の二,1861) ,救世（雲綱補任二一大,日本史料

一の十一,48頁），観宿（東寺長者補任），定昭･（東寺長者邦高野接校次第j）等の興謳寺（幅）別当及び嶮校

等補任，観賢（東寺文書一大日本史料一の三, 406頁），壽長（東寺文書‐大日本皮料一の二,69頁），の弘謳寺

，（検咬）闘興，故実（勧修寺長吏次第2〉，寛延cmmm任,大日本史料一の十,481頁）の法隆寺関呉，榊日

　（雲扁補任ニー大日本史料一の四,859頁j）.榊予（雲扁補任二－大日本史料一の六,778頁），法喜（武言諸山符案所

引,天暦六,十一,二十一太政官符一大日本史料一の九,877頁），会裔（剛司噫任三一大日本史料二の二,994頁j），

真然（東寺長者稲任），峯禰（石山寺文極－大日本史料一の三,91頁）等の大安寺関.興があろ．中右記，承徳

二年十月十日の条には増誉（天台宗園城寺j）以前は廣隆寺の別当は年来，東寺の人を以って任じずこと

為る．東大寺東南院は室海の氏寺と傅えられる（東大寺緑起）．激学的にも益信は法相を象ね（東寺

゛長者補任,mmm任ニー大日本史料一の一,93頁），観賢も法相をきわめ（続池燈廣録一大Ｈ本史料一の五,714頁）

又三論を殼ね（釈亨初例抄）・承俊も唯識を修g）（本朝高mm.Ti亨釈物，観宿は東大寺の道義に華政

を学び（密宗血脈砂一大日本良料－の六,136頁），壱定，延慨は三論を農学し（東寺長者稲任,密宗血脈欽一大

本史料一の五, 697頁）聖宝は平仁に法相を，玄永に華政を;　円宗に三論を受け（東寺長者井高野接咬次

第,聖賢曾正傅），道雄は華政，法相夕粂ね7こ（釈家初例抄）．’天台側で薔佛敦を農学しすﾆ人は宗震加

ある･炉彼は法相，真言を渡り歩き最後は御林寺に絡っ七人で（名匠略貳）正式に天台系の人とは言い

難い．更に又もと南都側の者で真言宗の寺の住綸となっに者も･ある．法相では法懐は興謳寺から高

野山に移住レ（粉川寺輝起，大日本史料三の五592M) ,受縁は東寺に移り（今昔物語十九．エ十三）三論の

壱定は醍醐寺座主（飽1胡寺座主次第７大日瀋史料-，の八,902頁）及び東寺の長者（東寺長者補任2）となり／

同じく三論の延似は醍醐寺に怯み又東寺の寺務となって贋り（寺門記一大Ｈ本m-の五,952頁）--



　　　　　　　　　　゛’弼勒●信仰にっい　ｔ●　●（伊野部）．　　　　　　　　９

以上の中法懐以外はさきに真言誉として取扱っすこので此処には重複する¬その外，律宗の扉勢は

東寺の別当と’なつ仁一（曾綱補任‐大日本史料一の二,239頁），．（上り史料は大日本皮･料以外は（続）群書類従，

史籍集覧’國史大系本によ温尺）＼　　　　ダプ　＜　　　　　｀

　.以上は平安時代の例で画るが真言宗と南都との友好関係は既述の如く吉海から始っｙ居る．吉海

は南都と誼みを通じ（大屋徳城氏「寧業佛敬史論」444―447頁）最澄の論敵の一二人す二る護命は胞盗の師と

傅えられ（拾遺往生偉2）源仁も護命の弟子とある（密宗血脈抄-≒大日本史料一の一,･48―49頁）．此傅はその

事実であるか否かは別とし,て両者の友好開係の資しf二ものであろう．ヵへる友好闘係は又俑勒信仰

にっいても空海の場合に於ける如く影興を具えず二様である．平安時代にも法相系統に佩勒信仰の

例は少くない．其興は興祗寺で法相と真言を農学し，かつて兜卒夫にのぼり佩勒を見すこ｀という（元

･亨希書十一j）.彼が思想的に法相から出て真言に入っ仁事はその著,「蓮華胎蔵界儀軌解釈，下」の奥書

に「余昔学慈氏大士之宗,今尋金剛薩堰之建，出入両家宛如郎鄭之歩」（大日本史料二の五,178頁）.とあ

るのにあらわれて居るが，そ,こで法相宗を「慈氏大士之宗」と言って居る事は彼の兜率天に上っす二

事炉法相の激義か.ら来て居る事を示すものであろう．法華験記によると比良山に住む蓮寂はもと法

相の学徒であっすこが法華の力で兜卒に往生.した．又元興寺の別当,一明詮は兜率上生の業を修める埓，

元興寺の南に一院を建て北（日本高冶傅要文抄）．後の鎌倉時代には法相の典隆にっとめす二貞慶は心

要砂の著加あり，･その中に脆い

海，明詮等と同じ席に列せん事を期して居る．彼は阿禰陀信仰の排斥者であっ7こ（揚川氏前掲著299

頁ｙ．興循寺の末寺多武峯には禰勒堂炉あり天掻

下J）.東大寺の仁鏡も法華経を唱し兜卒内院に往生し禰勒を見ずこと,いう（法華験記）．又華政の実忠

は現身の健，兜卒内院に詣で四十九院を巡祀しす二（東大寺縁起j）.高雄の高弁（華myも臨終に「南無

佩勒菩薩」と唱えずこと傅えられる（古今著聞桑,元亨釈書）．以上は平安時代から鎌倉初幼ぱかけての南

.都佛教側の弼勒信仰である．如こ述べる真言宗に於いても此信仰炉少くないのは，唯翠に奈良時代

　　　　　　（註九）　　　　．以来の一般的な風潮や後述する真言密教そのものゝ性格による夕Ｒこ真言宗と南都側との友好闘係，

’その思想的影響によ右ものであろう．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

一真言宗に於ける俑勒信仰の例を挙げるなら聖宝は既述の如べ東大寺平仁に法相の法文を学び修学

･の頃東大寺の東坊に住んだ炉後,･現光寺で佩勒丈六の菩薩と一丈の地蔵菩薩の像を造っ記（聖賢噌

正傅）．彼は又佩勒の化身と言われた（仁和寺諸院家記,密宗血肌欽一大日本史料一の三,703―4頁,71-4頁）の

　も･その信仰による,ものであろう．上醍醐の聖宝の御影堂では昔から必ず「佩勒真言」と唱えると

傅えられる（尊師御期日記一大Ｈ本史料二の四,90頁）．益信も禰勒の化身で禰勒の流れをJ汲む‘と言われ

7こ（東國高信傅,密宗血脈紗上－大日本史料一の一,48頁,同一の三,712頁）．’大法師浮蔵傅（夭Ｈ本史料一の十一，

493頁）によ乙と浮蔵（天台）が玄昭を悩ます真済（侃言）の魂を撮縛しすこ所ｙ其済の魂があらわれて

　「抑我依宿善力，転我悪報，前生兜率，然則吾待慈氏下生，再値遇法師，必報謝徳矣」（返点錘

筆者）と言っ記という．石山寺座主傅記（大日本史料一め九,955頁）によると石山寺の淳禰にっいて「今

淳祚三時観念不怠，四等契印佩勒，年蕩漸高，持念年深」とある．高野山往生傅によると良禰は慈
　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　’　　．　　　　　　　　．　●　ｉ　　　　　　　　　　　　　．
氏堂を建て北事炉見える．文同書に良仰の弟子琳賢は久安六年病にむかされ佩勒の像を安･置し五色

の幡をかけて入寂しfことある．印璽口傅，下（大日本史料一の八,90項）には東寺の壱定にっいても･

　「年来見其志↓三時観念不怠，四等契印佩勒，年蕩漸高，持念年深」と淳祚同然め事が見える．又

東寺の日廠は承平四年八月兜率内院及び六道をめぐっ北事が傅えられ゛（扶桑略記,天旋四,三,元亨釈書，

北野繰起,中―大日本史料－９七,850頁）,彼が此時兜率の晋祭をうっしすこの炉万秋祭であるという（元亨

釈書凛平盛衰記十五,娠源抄一大日本史料一の七,854頁）．又泄綱補任抄出に載せられすこ傅記に彼は夢り兜

率天に至り醇観，観賢，聖宝等が共に来って内院に導き佛を秤しfこと’ある．又醍醐天皇の御代，仁
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－

和寺の寛蓮は寺の北に堂を建て顛勒寺と名づげ7こ（今昔物語二十四の六:）加此堂は後に仁和寺の別院

となっ?ﾆ（仁和寺文書．大ヨ本史料一の七,103頁）円勝寺供養願文（扶桑略記,延久二,十二,二十六）.によれば

仁和寺の南に寺を建て，その講堂には釈迦，普賢，文珠，観音，禰勒の像を安･置し記事加見えて居

る．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’．．

　以上の様に真言宗の顛勒信仰との浅からぬ関係は例えば聖宝，観賢，益信．淳祚．壱定等の如ぐ

南都と政治的又は思想的に深い闘係を持つ7二者の存在によっても，それ垣南都佛教特に法相宗の影

響によるものではないかと思われるが．更に密激の持つ現実主義的性格が顛勒信仰と吻合するもの

垣あっ7こ焉であろう．事は後に述べる．　　　　　　　　　　　　ニ

　以上の如’く平安時代の顛勒信化］は南都佛教にその傅統を傅えて居るのみな,らす，又それと親しい

関係に･置かれ仁真言宗に於いても，その多くの事例を見出す事加出来た．然るに南都法相宗.と最初

から政治的にはもとより思想的にも対立関係にあった初期天台教團に於いては既述の如べ此信仰は

殆んど見られなかっすこ．而して天台宗にあって禰勒信仰垣あらわれて来たのは円珍以後の事であ

る．

，智毘大師円珍は園城寺の開基であり天台宗に於けるその門流は園城寺に傅えられ7こ．普通一般に

知られて居る事である垣，園城寺の濫鰯を述べれば天智天皇八年天皇の御願により大友皇子は近江

の崇隔寺を三井の地に移建され7こ加，間もなく天皇の概夢により本の所に移され．復7こ新7こに伽藍

を三井の地に構えた．これ垣園城寺の起りである．伽藍の経営未定にして天皇崩御√大友の皇子も

壬申の乱にて莞去され7こ垣，御子呉多に遺言してその志を途げしめられ忙．天武天皇登極の後.，こ

の事を奏して許され，朱鳥元年その功を畢え7こ．以上は園城寺長吏次第，寺門高冊記，寺門傅記補

録（大日本史料一の一,778頁），附綱補任抄出等に傅える所を綜合して得すこ園城寺創立の由来である，

寺門傅記補録（同789頁）智鐙大師年譜（同613頁丿こよれば円珍か彼の資し7二佛典を安置し，そ９佛法

を傅える可き地分求め此地に至っす二所，百余年の間三井に住み弼勒に.仕えずこと称する教待という

比丘炉あらわれて此地にその経典を安置す可しと貧って消え去っすこ垣竺井の榊，新羅明紳あらわれ

て，かの比丘は弼勒の楠化である．われは顛勒出世の暁まで汝の激法を守護せんと言っ7こという．

･（元亨釈書や古今著聞集,今昔物語十二の二十八にも此話を引いて居る.）古今著聞集には一円珍か帰朝の時，･海

上に新羅明榊がφらわれて汝の佛法は弼勒出世の時の玲のものであると言っすことある．即ち円珍以

前に三井の地に大衣氏の氏寺垣あり，その本尊は俑勒加あっすこと思われる．円珍は貞観元年此寺を

修造し，同四年大友黒主は円珍を以って別当’に任ぜん事を請う7こ’（辻氏前掲著,352―35頂）.此寺の縁

起を天智天皇，大友皇子まで引上げずこのは延暦寺より古くせん埓であっすこかも知れなヽが大友氏は．

大友皇子の子孫七あ｀り，その点で近江朝廷やその頌勒信仰を引いて居仁であろう事は必ずしも否定

出来ないと思う．円珍その人垣何時の頃か顛勒に対し闘心を持フて居すこ事は批記集（大日本史料一の

一,750頁）の「慈氏菩薩修愈誂法批記」上巻の奥書に「願ギ法界，早証禰勒」という円珍の言葉と

　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　．　　ニ　ー傅えるものゝある事によってｂうヵ心われるｉ又北白川家文書にある天長十年四月十五日の沙禰円

珍の謹疏（大日本史料－の一,549―550頁）によると弼勒菩薩と文珠菩薩の摩詞薩をそれぞれ菩薩戒蜀

磨阿関梨及び菩薩戒教授阿同梨とする事加見えて居る．彼垣唐より査しすこ俑勒関係の経典経疏は別

としても闘城寺所蔵，俑勒経疏就日本史料一の二,755頁j)下宿に円珍の自筆で.｢金忠大徳坦施，円珍

見平二午間九月十ご日,追記之,珍｣と特筆しﾌﾆものがある．此等も円珍と弼勒思想の鮮関係を否定する

史料であろ‘う．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．.

　園城寺建立とその禰立は天台宗の密激化によるも,のアあると考えられる(｢回城１の研究｣所払宮城

信雅氏論文278頁)．慈受大師円仁に於いて既にあらわれた台密は円珍に到って更にその深度を増しすこ

(同278―279頁)．尤も最澄も亦自らの法を助ける埓，吉海に密法を問う仁のでめ,るが，初期天台激團



･∵禰　勒　信　仰　にっつ　’い・で………（ｲ尹野郎）｀
゛
１
　
１

にあっｔは真言との妥協を拒む意識炉流れて居7このである’．延暦寺故内供奉和上行状によ･ると斉衡’

二年;文徳天皇炉光定の伺候しすこ前で，１こわむれに天台を鳶さえ真言をあげ北所，光定大い’に怒り;

再び此場に来らすと帰山し7ことあり，又後の円仁派の良源にっいても汀草木法身修行蔵佛記」’（大日

本史料二の五,973頁川こよれば受運に言っ7二良源の言葉に最澄，円仁の教法ヤは心なき草木さﾌえ成佛

すと脆いて居り真言勝り天台劣るというは誤’りであ･ると述べて居る．

　円珍は室海の甥‘（妹の子）に当るとは弘法大師年譜，天台座主記,本朝高冊傅,讃岐府志十一（長日‘

本史料一の―,885頁）等に見える所であるが最も正確な三谷清行の智瞭大師傅には厚は空海去同じく佐

伯氏で，その姪に当ると見えて居るバ可れにしても泡海の親戚である．而しうて彼の叔父の仁徳とい

う天台冊にっれられて叡山に上り初代座主義面の門に入っすこ（智謐大師ほ,大台座主記J）こ彼は密学に’

精通し顕教と密教では後述の如く密教を上に橿い7こ．円珍は延暦寺及び梵釈寺の冊徳円に密教を授

けら,れずこという（寺門ほ記補録－大日本史料一の一,571頁,智鐙大師年譜ぺ司609頁）炉後，円仁に学んだらし

い（蔵紳抄べ司573頁）．娘御抄（同573頁）によ‘ると円珍は慈愛大師の台密と泡海の東密の相違に疑問

を持ち，それを解,く篤に入唐しi法全に真言を学んだ加帰朝後円仁の味方として台密をあげ東密を

排しすこという一

　彼は又空海の十住心論に於いて法華を第八住心，華賊を第九;真言を第十に置い社のに対し大日’

経指帰の中にこれを攻肇して居る（「図城寺の研究」’所収,長谷貨秀氏論文208頁）．三代実録，貞観八年五．

　　　　　　　　゛　　　　　　　　１　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●月二十九日条に円珍は日本天台宗の由来を論じて最澄，義具に統いて円仁･をあげ，此三人を先師と･

呼ん.で居る．円珍自身としては円仁に対して少しも対立意識を持7こなかっ仁様である．乍然一面疲

の時代は天台宗密教化の一暦深まる時である．円珍の授決集には真言を以って天台撮引の門とはし

て居る（「園城寺・研究」所収,刻尾猛市郎氏論文539頁）L而して円仁は顕教」ﾆ密教について理密事密理同･

事肘と対等に見て居るのに円珍は理同,事勝顕劣密勝（辻氏前掲著,37lK,,≪尾良前掲論文538頁）/として密

教‘を法華顕激の上に置いた．円珍の大日教指帰には密教について「法華尚不及｀，矧自余経乎」とあ･

る２これは理秘密は法華と大日と同じであるが事秘密はひとり大日経にあって法華経にない事を言

っ,すこも･のである（崖谷氏前掲論文2o頂）．此書物に於けるr大日最勝Ｌに芦する意見は傅教や慈受の

考よりすぐれす二ものとして後世大いに｀珍重せられ7こ（循尾氏前掲論文556頁）.,寺門高附記にある貞観十

三年に太政官から延暦寺に下しす二通牒に引かれすこ円珍の上表に「伏討天台真言傅法之旨Jｙ眼心相通

水孚L和合，故南岳天台一心三観之宗源,起阿字本泡之理無異不惑三密同体之教,宜扶円頓一実之趣云

.々」（辿点は筆物とある．三代実録，貞観八年五月二十九日の官符に引かれ仁円珍の奏言に「円珍

奉詔入唐，傅得真言天台両宗駄文，以添先師之遺跡」とあり，真言を天台の前に置いて居る．これ

は言う迄もなく特に貞観元年四月十八日，皇太后の御願によって安祚寺に年分度者を置く時の願文

に「夫真言教門’,諸法之肝心,如来之秘要,凡在佛子,必可修習」とある様な真言の全盛時代に於いて，

朝廷に奉っす二奏言の中の言葉として当然であるかも知れない炉三代格に引かれ7こ最澄や義奨い町仁

の奏言には見られない所である．少.くとも彼の時代に従来と変っすこ新しい淑風加叡山にあらわれて

来7こ事は貞観八年六月三日の官符(三代実録)にr如聞，山上僣等，専違先師之誓，互成偏執之心，以

そ鮮扇歩余風丿興戸薔礼｣とあるのによってもうｊ回われる．貞観八年は円仁の死後二午を経

て居り，ぞの弟子安息加第四代の座主で･あっすこ時であるが円珍は既にその前,承和十三年に叡山の衆

徒に推されて真言学頭となり(図城寺文沓及び寺門唯記補録－大日本史料一の一,553頁)，又既述の如く.貞観

四年園城寺別当となり，翌年清和天皇は円珍を内裏に召して大日経を講ぜしめられ次いで潅頂を受

けられ(胤記雑篇－大日本史料一の一,859?4:),八年五月には園城寺別当は代々円珍の系統を以って補す可

き事，続いて円珍に真言止観の両業をロ傅せしめる事を許されて居る(循尾氏前掲論文540頁).上の叡山

の宗風の変化は既に円珍炉大をなしっヽゝある時代に於いてあらわれた現象であった．円珍自身は別
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としても，その生前に円仁涙との対立の’生じて居る事は彼がそれを誠めす二自筆の「制誠文」の存在

（辻氏前掲著,82項）によっても示されて居り，それ炉皐に政洽的なものに止っ北かどうかは問題であ．

る.何れにしても天台宗の密教化過程に於ける円珍の輿言観というか，その態度は此所に今迄の天台

宗と真言との対立意識に代って新しい親善の闘係を導入しすこ．此事は少くとも円珍系又は園城寺に

就いては言い得ると思う．天仁元年三月二十一一日（中古記,指記）延暦寺と共に園城寺の衆徒加入京し

て東寺の冊を奪勝寺の濯頂阿同梨にする事の不可を訴えすこ楡な場合もあるが，延暦寺に比較して.園

城寺は南都や真言宗と協調的であった様である．寺門傅記補録（大日本史料三の七,259頁）に.よると円

珍は入唐中学んだ青龍寺の法仝（孤剔）の激により彼の住んだ園械寺唐坊の中に青竜院を建てすこ事

が見えて居々．文康和五年宮中の最勝会に於いて路義二人を召されすこ中に天台路は慶朝（円仁糸－天

台座主記）真言路は園城寺の良意であり（寺門傅記補強―大日本史料三の七,259頁），しかも良意にっい

ては真言宗と書いてあるぐ同260頁･）..又園城寺の０誉は二十五才で東密に入り高野に隠居し（仁和寺

諸師年譜），教尋も園城寺に住み後高野に移っむ（高野山往生傅j）.その他園城寺長吏播命は延長年

間｀，天台宗ではじめて東寺の楠法務となっ7二（東寺長者補任及び借扁補任‐大日本史料三の―673頁）．同

じく園城寺の勧修も長保二年法務となって居る（東寺長者補任の「或本云」）.真言宗大愉正，済信は寛

弘八年冊綱の職を退く時．永円（彼の甥で開城寺長吏）を以って律師に袖しすこ炉，その職を外の宗派

にりづる事４はじめての例であると言われﾌﾆ（仁和寺御m) ･寺門高冊記によると寛治二年太上天

皇（白河院）炉高野山に行幸’されすこ時，かの寺に然る可き導師炉無かっ7こので延暦寺の極少愉都，

慶朝を召されすこ所が室海の起請に「不可交他宗学徒云々」（続群書類従本）とあったのでやめ.られ

すこ．然るに円珍の門徒は起請にそむかないという議加あって隆明を召され7こ事加見えて居る，扶桑

略記，治安三年十月二十三日の条に道長が金剛峯寺に行った時．法華経を供葺しすこヵ;，その講師，

植少奸都，心誉（開城寺長吏）について「今案事情，弘法大師者，密教祖師，智路大師之外舅也;今

講師者,･智路之門徒，象長穎密，所稿有故」（國史大系本jとあり，空涙と円珍の’血縁開係にかこっけ

て両派の親善が唱われて居る．承徳二年，極愉正，増誉は廣隆寺の別当になって居るが此寺の別当

は年来東寺の人を以ってしすこ炉今度は,じめて園城寺の冊を以って任んじ7こど中古記（承徳二,十,十j〉

･に見える炉，これを東寺炉承認しすことすれば此事も真言と園城寺の親密の闘係を示すものである.｀

管見の範囲では円仁系統で真言との闘係は幽仙（円仁の弟子j）加円仁死後外縁に引かれて仁和寺に住

んだと傅えられる（棄絹記－大日本史料二の二,729頁）のみである．・（未完）

　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和28年４月30日受理）
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